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（２）平成１９年度 碇ヶ関中学校 教育全体構想図

・生活集団が小学校から変わらない日本国憲法 教育基本法 教 育 課 題
ため、人間関係が固定化されてい学校教育法 県教育施策

①自主的に問題解決に取り組む態度の育成 ③自らを生き生きと表現し、互いに励まし合い、高め合う態度の育成 る。中南教育事務所教育施策 生
②自己や他者を深く理解し、向上しようとする態度の育成 ・学年を問わず仲がよい。平川市教育施策 徒

・切磋琢磨する意識が薄い。の
・与えられたことや経験のあること実

には熱心に取り組む。学校経営方針 態
・チャレンジ精神が希薄である。教 育 目 標

１．青森県教育委員会･中南教育

・地区毎の連帯感が強い。事務所･平川市教育委員会の重 『 出会う 深める 表す 』
地点を踏まえて教育目標の達成

・教育には関心が高く、学校への協のために、教師としての教育 域
力体制も整いつつある。愛、使命感、研鑽に努めた教 の

・学校行事等への参加率が高い。育実践を邁進する。 努 力 目 標 実
態

・積極的に挑戦し、新しい世界・自分との出会いを求める生徒 ・自らを豊かに表現し、互いに共感し合える思いやりのある生徒 ・学校に対する期待が大きい分、学２ 「 読 み 「 書 き 「 計 算 」 等． 」 」
・努力を惜しまず、自己や他者を深く理解する生徒 校批判が出る場合もある。の基礎・基本の定着を図り、

全職員の協働体制の下、確か
な学力の向上に努める。

指 導 目 標 と 方 針３ 「 知 「 徳 「 体」 の 調 和 の． 」 」
とれた生徒の育成のためにＰ-

「教育は人づくり」Ｄ-Ｃ-Ｉ-Ａのマネジメントサ 教 科 道 徳 特別活動 生徒指導 進路指導 保健安全指導
評イクルを取り入れ、創意と工 健 という観点に立ち、夢

価夫を凝らした潤いと活気のあ 確 かな学力を 支える一つとして重要な 豊かな心を基盤とし、他者 生徒ひとりひとりの自己実現 はぐくむ教育の実現の一人一人の子どもが、豊かな生活を送 一人ひとりの子どもが、 自 他 の生 命を 大切 康

とる学校経営に努める。 「思考力」を高めるために、どのような指 との共生や思いやりの気持ち のために望ましい集団生活を通 ために 学 心 体ることができるよう、家庭や地域との連 自らの生き方を考え、主 に し 、 健康 で安 全な 教 、「 」「 」「 」

指導が効果的と言えるのか 「思考力」を育、 を持って、自立して生きてい して、社会の一員としての自覚 の充実に努め、豊かな携を図りながら、心の結びつきを基調と 体的に進路選択できるよ 生 活 を 送る ため 、自 育

導４． 21世紀を担う生徒の健全な 成する授業のあり方や指導過程の工夫など こうとする心情や態度を育成 と責任感を深めさせ、個性の伸 心を持った逞しい関中した指導を行うとともに、問題行動等の う、計画的、組織的、継 主 的 に 努力 でき る生
法育成のために「健康教育」を について実践を通して明らかにする。 する。 長と豊かな人間性を育成する。 生の育成に努める。未然防止 早期発見・早期対応に努める、 。 続的な指導に努める。 徒を育成する。
改基盤とした思いやる心と逞し 一人ひとりの子ども

善体づくりの推進に努める。 ①生徒の健康状態を把握し① ねら い（学習課 題） ①一人一人の生徒が充実 ①教育活動全体を通し①生徒の実態に応じて、全教職員 ①学級活動では、本音で語り合い、互いの 、 図 が、情報活用能力を身

につけることができるの明確化 感や満足感を持てるよ て、全教師一丸となっの協力体制のもと共通理解を深 意見を尊重する雰囲気を大切にし、多様 健康管理に努めるととも 書
よう、系統的・体系的② 生徒 の思考力を 養う うに指導の工夫に努め て進路指導にあたる。めるとともに計画的な指導を進 な集団活動の工夫を通して人間関係の構 に、全職員共通理解のも 教
な情報教育の推進に努ため の指導過程 の見 る。 ②適切な職業観、勤労観め、他者との共生や思いやりの 築を図る。 と、一人一人に応じた指 育
める。直し ②基本的な生活習慣や自 を持たせる指導に努め気持ちを育てる。 ②生徒会活動では、日々の活動の活性化と 導を行う。

②生徒の実態や発達段階に③ 小集 団などを取 り入 己指導能力の育成に努 る。②各教科や特別活動、総合的な学 見通しのある企画・運営力を持てるよう

合わせ、各教科・領域と 視覚および聴覚を５Ｐの役割 れた 「思考力」 を発 める。 ③生徒一人ひとりの進路習の時間、その他の活動場面と に活動を中心に、生徒の思考を大切にし

連携しながら 健康教育 通じて情報を伝達す展さ せるための 手だ ③共感的な生徒理解・支 選択を支援する。の相互関係を図りながら、道徳 がらみんな（生徒・教職員）による「学 、 、 視
安全教育の推進を図る。 る方法を探り、情報・ ての工夫 援に努める。 ④組織的、計画的、系統Play and study with pupil 的判断力・心情態度などを養う。 校づくり」という意識の向上を図る。 聴

③安全で清潔な校内環境づ リテラシー能力の向（師弟同行） ③家庭・地域との連携を図りなが ③行事などで経験した苦しさや達成感をよ 的な指導の確立に努め 覚
くりに努める。 上を図りながら情報・ る。Parent ら地域の人材を道徳教育に生か り深化させる振り返りの時間を確保し、 教

化社会に対応するこ（厳しさと優しさを兼ね備えた親代わり） すとともに、体験的な活動を通 全校生徒が共有できる場を設けながら 自、「 育
とのできる生徒の育・Player して豊かな道徳性の育成に努め 分らしさ」や「自分の生き方」を考える

成を目指す。（豊かな表情を演じ分けられる役者） る。 態度を養う。

Professional・
総 合 的 な 学 習 の 時 間（授業で勝負をかける厳しい専門職）

校舎内外の環境整・Psychiartist 環
備に努めることによ（生徒の心の痛みがわかる心療医） 【指導目標】 【方針】 境
り、学習意欲の向上学び方やコミュニケーション力を身につけ、主体的 ①課題解決的な学習を行うために､解決するための手立てや見通しを学年の発達段階に応じて系統的､発展的に工夫し､積極的に取り組もうとする態度を養う。 教
と心身の健康維持をに考え、判断し、よりよい自己を表現するために問 ②さまざまな社会やそこで生活している人々に出会い、交流することで、新しい自分と出会う機会を作り、より深く自分の生き方を考えさせる。 育
図る。題や課題を解決しようとする態度を育てる。 ③表現力を高めるために、コミュニケーション能力の向上のための学習の場を設定する。

目指す生徒像学 年 ・ 学 級 経 営 保健室経営

１健康ニーズへの対応 ・積極的に挑戦し、新し１ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年 す ぎ ふ 学 級
い世界・自分との出会・気軽に来室できる雰囲気をつくり、

・心身共に健康で安全な学校生活を ・心からこのクラスでよかったと思 ・生徒と教師の信頼関係を構築し、 ・通常の学級との交流を通して好ま いを求める生徒個々の主訴・症状に合わせた救急処

心がけさせる。 えるような学級作りに努める。 生徒がこれから起こり得る様々な しい人間関係を育て、社会への適 ・努力を惜しまず、自己置や健康相談を行う。

・挨拶や礼儀を重んじ、さわやかな ・進学指導にとどまらない進路指導 問題に真剣に取り組めるとともに 応性を身につけさせる。 や他者を深く理解する、 ・情報交換を密にし、共通理解を持っ

中学校生活を送ることができるよ を心がける。 成功や失敗などを通して自立し、 ・職業学習を通して、生活に必要な 生徒て全職員で対応できる体制をつくる。

う支援する。 ・学校生活の基盤作りをしっかりさ 自分たちの力で学級・学校全体の 知識、技能、態度を身につけさせ ・自らを豊かに表現し、
・何事にも進んで取り組み、ベスト せる。 諸問題を解決していけるような支 る。 ２保健センターとしての活動 互いに共感し合える思

を尽くす姿勢を持たせる。 援をしていきたい。 ・能力に応じた指導を基盤として、 いやりのある生徒・図書や掲示物、ほけんだより等で健

康に関する情報を提供する。・仲間の意見を尊重するとともに本 ・学習や体験によって学んだことを 個性や特技の伸長を図り、進路指
・保健情報の管理を行う。音で語り合い、相手の気持ちを考 各行事でいかせるとともに、受験 導の充実に努める。

、えて行動させる。 を常に意識した生活が送れるよう
積極的に支え、励まし、待ってい
きたい。

（ ）目指す教師像 オーケストラの指揮者


